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スルメイカ　　　　　　　FAO名（英）：Japanese flying squid　　市場名：マイカ，マツイカ，ムギイカ，トンキュウ，ガンゼキ（地方名）
ML 30cm。外套膜は筋肉質で外套膜の背中線上に暗色の縦帯がある。鰭は幅広の菱形である。漏斗溝には縦溝があるが、側部のポケット様襞はない。
漏斗軟骨器が⊥型。腕の大吸盤角質環には鋭い歯があるが、基部寄りの縁は平滑。雄の右Ⅳ腕の先端部はやや偏圧され櫛歯状の肉嘴列となる。触腕の
大吸盤には鋭い円錐形の歯と低い板状の歯とが交互に並んでいる。最南端の記録はホンコン。北限はカナダの記録がある。
新編 世界イカ類図鑑 P.189より抜粋（奥谷喬司著／全国いか加工業協同組合刊）［写真：堀川博史］
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＜いか関連 １／１０～ 新聞記事の概要（抜粋）＞ 

みなと新聞（２月９日） 水産経済新聞（２月１２日） 

スルメイカ２０年水揚量１３％増 ３．７万トンに回復も低水準 （図１参照）

ＪＦ全漁連がまとめた２０２０年の国内スルメイカ水揚量（生鮮・冷凍含む）

は前年比１３％増の３万７０８５トンと、記録的不漁だった前年からわずかに

回復した。生鮮は８％増の３万１５０９トン、冷凍は４７％増の５５７６トン。

２０年は新型コロナウイルス感染症拡大により、飲食店からの需要が大幅に減

退したなどで平均キロ単価は生鮮が１３％安の５６５円、冷凍が１３％安の７

５９円だった。 国内スルメイカの水揚量（同）は１９８７～１５年は年間１

０万トン以上、多い年は３０万トン台もあったが、１６年以降は急速に減少に

転じ、大凶漁だった１９年は３万３０００トンにまで落ち込んだ。２０年は前

年を上回ったものの依然として低水準で、不漁脱却には程遠かった。 

 ２０２０年１２月の国内スルメイカ水揚量（同）は前年同月比１８％減の２

７２０トン。冷凍は２５％増の７２０トンだった半面、生鮮は２７％減の２０

００トンにとどまった。 

みなと新聞（２月１０日） 

イカ管理へ国際対話を 米団体中国ＩＵＵの乱獲分析

違法・無報告・無規制（ＩＵＵ）漁業の撲滅を目指す米国の民間非営利団体

（ＮＰＯ）のグローバル・フィッシング・ウォッチ（ＧＦＷ）は９日、オンラ

インの講演会で、中国船によるとみられるＩＵＵ漁業でスルメイカが乱獲され

ていると分析した。乱獲を止めるため、日中などの国家間の対話・管理体制の

確立を望んだ。人工衛星からの船の光学画像・集魚灯画像・レーダーなどの情

報と船舶自動識別装置（ＡＩＳ）の情報を組み合わせて違法漁船の動きをあぶ

り出す研究を紹介。研究により中国漁船が北朝鮮水域でスルメイカを違法漁獲

していること、２０１７～１８年の同漁獲量は１６万トンと同期間の日韓の合

計水揚量に匹敵することなどを推定し、スルメ資源の乱獲、減少につながって

いるとした。こうした中国船団は中国当局の管轄外で操業する無登録・無旗国・

無許可船の可能性が高く、ＧＦＷとしても、中国政府から同漁業に対策を講じ

たいというコメントを得ているという。 

 水産研究・教育機構などによると、日本近海のスルメイカの個体群２つの合

計資源量は１４年に２５３万トンあったが、近年は１００万トン未満と推定さ

れる。１９年の日本のスルメイカ漁獲量は３・３万トンと現行の統計史上最低

だった。 

 水産庁の天野正治加工流通課長も、不法な漁獲物の流通を防ぐ「特定水産動

植物等の国内流通の適正化等に関する法律」が昨年１２月に成立したことを報
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告。同法では、国産・輸入それぞれについて不法漁獲されやすい魚種を政府が

指定し、取扱業者に対し生産の合法性を証明する情報の伝達・記録を求める。

同庁は公布後２年以内の施行に向け、漁獲や流通データの電子化を推進してお

り、産地市場への電子機器の導入・改修・説明などを支援する予算を付けるな

どの方針を示した。 

 

みなと新聞（２月１２日）  

生鮮スルメイカ 底引ＴＡＣ消化で半減 石川の定置は好漁 

漁業情報サービスセンターの集計によると、生鮮スルメイカの全国主要港の水

揚げは今年、前年に比べ半減している。１月は前年同月比４９％少ない４１９

トン、２月１～１０日は前年同期比５９％減の５９トン。「三陸の底引網が漁獲

可能量（ＴＡＣ）を消化し、操業できないため。ただ、主要港として集計され

ない石川県内の定置網で漁獲が伸び、今後に期待がかかる」 

 

みなと新聞（２月１８日）  

中国２０年 冷凍イカ類輸出３０万トン 

輸出は、その他の冷凍イカ類が１８％減の２２万１２４５トン、１２％減の１

２億５４９３万ドルと減少。冷凍コウイカ類は６％増の７万９５７６トン、１

０％増の６億３０１０万ドルと増えた。その他の冷凍イカ類が１９％減の２万

２７１８トン、２２％減の１億１１６２万ドル。冷凍コウイカ類は９３％増の

１万２６０２トン、９０％増の９６３４万ドルと大きく伸長。 

 

みなと新聞（２月２０日）  

大阪本場 ヤリイカ４割減８００キロ １０～２０日 太平洋側の不漁響く 

【大阪】大阪市中央卸売市場本場へのヤリイカ入荷量がまとまらない。１０～

２０日の１日当たり平均入荷量は前年同期比約４割減の８００キロとなってい

る。「入荷のピークを迎える冬期を通してシケの日が多く、特に太平洋側の不漁

が続いた」と卸筋は説明する。平均単価は前年同期並みのキロ１５００～１１

００円。卸筋は「新型コロナウイルスによる業務筋の需要減や、量販店がスル

メイカを優先しヤリイカの荷動きが鈍いこともある」と話す。 

 

水産経済新聞（２月２５日） 

IUU 撲滅へ加速 世界１５０企業が共同声明 

日本企業も参加する SeaBOS などの世界の水産企業が所属する５団体は、このほ

ど IUU 漁業の撲滅を呼び掛ける共同声明を発表した。５団体には１５０社が参

加しており、水揚げ段階のチェックなどの厳格化に水産物を扱う企業が率先し

て取り組む方針を宣言した。 

 共同声明は「持続可能な漁業や養殖、健全な海洋生態系の下支えによる未来
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の実現」を目標として水揚げの厳格な管理や IUU とは無縁の水産物であること

を確証する方法に取り組むことで、IUU 水産物の水揚げ阻止や市場からの締め出

しの実現を目指している。 

 

みなと新聞（３月３日） 水産経済新聞（３月５日） 

韓国スルメイカ１５％減２・７万トン ２０年漁期２月１２日現在 

北海道機船漁業協同組合連合会によると、韓国漁船の自国排他的経済水域内の

漁獲可能量（ＴＡＣ）対象スルメイカ漁獲量は２０２０年７月から今年２月１

２日までで前年同期比１５％減の２万７０００トンとなった。ＴＡＣ設定８万

５９３０トンに対する消化率は約３０％。１８年度漁期に試験的に導入され、

１９年漁期から正式枠となり、１万１０００トンを生産して動向が注目された

２そう引トロールの漁獲量は４割減の６５００トンにとどまっている。主力の

沖合イカ釣は５％増の１万５００トン。大型トロールは５６％減の３，７９７

トン。また、資源回復を目的に２１年１月から近海漁船にもイカのＴＡＣ管理

が導入された。 

 

みなと新聞（３月３日） 

中国ＩＵＵ漁業、政府ぐるみ示唆 九大准教授 北朝鮮でのイカ漁など 

笹川平和財団海洋政策研究所が２月２６日にオンラインで開いたフォーラム

で、中国が政府ぐるみで違法・無報告・無規制（ＩＵＵ）漁業を行っている可

能性が議論された。ニューヨークタイムズのイアン・アービナ記者は、年間数

百隻の中国漁船が北朝鮮水域でイカをＩＵＵ操業している、これをはじめとす

る操業が中国の食糧自給や海上での存在感誇示につながる－と指摘。九州大の

益尾知佐子准教授は、中国政府が意図的に自国船にＩＵＵ漁業を黙認しつつ、

世界の漁業データを自国内だけで囲い込む可能性もあるとみた。 

 アービナ記者は、国連安保理の決議で漁業が許されていない北朝鮮水域へ中

国から年間７００～９００隻のＩＵＵ漁船が向かい、イカ漁をしているという

研究結果も示し、こうした操業や気候変動がイカ資源の減少につながったとい

う見方を提示した。 

 グローバルマリンコンサルティングの田村陽子代表は、ＩＵＵ漁獲のデータ

が北太平洋漁業委員会（ＮＰＦＣ）などでのイカの資源評価に反映されておら

ず、分析の不確実性につながっていることも問題視。他国政府などが持ち得る

データを厳密に使って対策を打つことが重要だとした。 

 益尾准教授は「ＩＵＵ操業には政府に管理能力がないため起きるものと、（政

府に）管理された意図的なものがあるのでは。中国当局は意図的にＩＵＵ操業

をさせている可能性がある」と分析した。根拠として、中国政府が２０１７年

以降に自漁船数削減や漁獲量の低減、水揚げ港の限定・監視などの漁業改革に

乗り出しており、自国「北斗衛星」の船舶監視システム（ＶＭＳ）で中国当局
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がいつでも各漁船と連絡を取れるようになってきていおり、自国管轄外水域で

操業する全ての漁船をしっかりコントロールできていることも加えた。 

 現状、日本政府や国際非政府組織（ＮＧＯ）から「中国政府は『北朝鮮での

中国船のイカＩＵＵは政府の管轄下にない無許可船によるもので取り締まりが

難しい』としている」と証言があるが、益尾准教授は本紙取材に「中国政府側

は『ＩＵＵは自分たちの手に負えない』というポーズを取っているが、実際は

『ＶＭＳで監視しているのに黙認している』状態にあるとしか考えられない」

との見解を示した。 

 益尾准教授はフォーラム中、中国による漁業データの囲い込みの可能性も紹

介。「中国のＶＭＳは地上との情報連携を強化、さらに衛星電話を１分３円で使

えるなど安価で優れたシステムを構築しており、途上国の漁民にとって魅力的。

中国は途上国側にシステムを売り込んでもいる。ただしユーザーが増えれば『北

斗』の精度と情報収集力も向上、中国の安全保障に貢献する」と指摘した。 

 

北海道新聞（３月３日） 

国連海洋法条約では TAC の設定を義務付けており、日本を始め概ねの漁業国は 

TAC を設定しているが、中国はまだ設定をしていない。その理由は船舶番号、船

舶証書、船籍港を持たない「三無船」の存在と指摘する。 

2017 年に中国農業部より、第 13 次 5 か年指針を受けての通知出されたが、それ

には「三無船」の取り締まりを強化して、TAC 設定に向けた準備も盛り込まれた。 

益尾九大准教授によれば、「三無船」の解体を競ってやって成果をアピールして

いる。 

5か年計画が終了する今年の3月末には相当淘汰がされるのではないか？と語る。 

また、中国版 GPS といわれる人工衛星「北斗」を活用した「漁業、漁船の管理

システムの構築・強化」が注視されている。これが中国政府があえて自国漁船

を大和堆に向かわせている論拠ではないかと指摘した。 

 

みなと新聞（３月４日） 

中国産冷凍イカ 南米アカイカ昨秋比４割高 原料搬入滞り在庫不足 

中国では、ペルーなどから輸入し加工原料用に仕向けるアメリカオオアカイカ

（南米アカイカ）在庫が不足している。輸入貨物への新型コロナ検査厳格化で

搬入が停滞。世界的なコンテナ不足による運賃高騰も背景に「コロナ禍で消化

が進まなかった」（商社筋）昨秋から国内価格は徐々に上昇。1 尾約 4 キロ以上

は今年 2月時点で前年 9～10 月比で約 4割高となっている。 

 イカフライなど日本向け製品への影響を、商社筋は 5～6月ごろの日本の輸入

分から価格上昇として反映されるのではとみる。中国産の南米アカイカは 1 尾  

1 キロサイズ前後を主体に漁獲は順調に進んでいる。 

 アルゼンチンマツイカ（1尾 200～300 グラム）の 1～2月の相場は前年同期比
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3 割安。前年は不漁でトン 3万元台に上昇、今年は 1月のシーズン開始後の漁獲

が順調に進み、ヒネ物の単価安につながった。 

 スルメイカ（1尾 200～300 グラム）の 2月の浜値は、前月のトン 2万 5000 元

からほぼ横ばい。商社筋によると、アルゼンチンマツイカの相場安を受け今後

は相場が下がる一方、スルメイカ不足からあまり下がらないとする意見もある。 

 

 

（図１） 

 

- 5 -



組合員　各位

全国いか加工業協同組合

＜出展募集について＞

標記の件につきまして以下の基準と要領で出展頂く組合員企業様を募集いたします。

別シートの出展申込フォーマットにて、４月２８日（水）までにお申込ください。

＜出展の基準について＞

本企画募集の主旨としましては、単独では出展機会の無い組合員様、単独で出展する規模

に至らない組合員様に出展の機会を提供することが目的です。

従いまして、募集対象は全組合員様を対象に致しますが、出展希望数が予定を上回った場合、

主旨に近い組合員様を優先させて頂く場合がありますこと、お含みおきください。

＜出展費用と出展方法について＞

1) 出展費用（コマ代、什器代等）は組合で負担します。展示品等の配送費用、陳列棚内の装飾品類、

試食容器等は出展者のご準備・ご負担でお願いします。

２） 今期の出展スペースは、幅２ｍＸ６コマ＝コマ全長１２ｍ（最大）で考えています。

「常温食品（ドライ品）」「冷蔵品」「冷凍品」の３温度帯で対応いたします。

それぞれのスペース（什器台数等）は、出展希望数で調整する予定です。

＜担当者の方１～２名を派遣頂ける組合員様＞

3) 派遣が可能な場合は、会場に１～２名のご担当者様の派遣をお願いいたします。

その場合の派遣費用（宿泊費、交通費）につきましては、組合で負担をさせて頂きます。

４） また、１組合員様あたりの展示スペースは以下を目途に配分調整をさせて頂きます。

　　冷蔵品・冷凍品：冷凍・冷蔵ショーケース１台（１コマ分）の１／２～１／３程度のスペース

　　常温品：棚板９００ｍｍX２段程度のスペース　（いずれも予定）

　　＊商品の内容や出展企業数により調整をさせて頂く場合があります。

５） 試食等の実施は会場のルールに従いまして、出展企業でご対応ください。

＜担当者の派遣が困難で、商品陳列のみを希望される組合員様＞

６） 商品陳列のみをご希望の場合は、後日営業対応をして頂けるご担当者の連絡先を記載の

商品情報カードと展示商品現物を期日までにご提供頂ければ、展示の対応を事務局

でいたします。

７） その場合は、展示商品数、配置場所、スペース調整等は事務局にご一任ください。

８） 無人のツール（TVPOP等）の設置をご希望の場合はご相談ください。

９） 展示商品については、原則ご返送はいたしません。

＜シーフードショーの概要＞

https://www.seafood-show.com/japan/

催事名 第2３回「ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」

The 2３nd Japan International Seafood & Technology Expo

主　　催 一般社団法人 大日本水産会

会　　期 202１年７月７日（水）～７月９日（金）

時　　間 10:00～17:00　※ 最終日のみ16:00まで

会　　場 東京国際展示場 “東京ビッグサイト” 青海展示棟

以　　上

第2３回「ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」出展募集概要

2021年3月11日
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全国いか加工業協同組合　୞ཨ

㕾ؖール：niraՇaՋaԊՎenӷiԽaӸcoՁ

ԐԋX：０３⿜３８３４⿜３７３５

組合員㖇㖢

組合員名

ご担当者名

㕾ؖール

連絡先（㖍㕾㖅）

2021 年 7 月 7 日～

2021 年 7 月 9 日

品

品

品

可能 ・ 人

＊ड़当するሑに{をᆋしてください。

温度帯

常温

＊ 各ിき込みጡのபは࿪時ྩ加、຤ႚして頂いてஓいません。

＊ 商品によっては、出展数の調整をお願いする場合があります。

＊ Ⴖ品時の配送は౪定日までに出展各社の೚配でお願い致します。

＊ 展示終ፇ後の商品の返ਯは原則いたしません。

２０２１年　　　　月　　　　日

常温（ドライ）ᇱໜ商品

第2３回「ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」

第２３回シーフードショー（展示会）出展申ษി

４月２８日までにお申込下さい

出展希望品数

規६（㖚）・サイׯ（ｍｍ）

冷蔵ᇱໜ商品

展示会名

्催時期

３０㖚／120x200xӿ

ランド名؋

（፯）全いか

出展希望商品

冷凍ᇱໜ商品（ྖ࿃温をൊく）

商品名

派遣担当者様の可ᄵ ᆊ可能 派遣可能な人数

ၟ๰さきいか
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ϩ�いか輸入ࠉ国別通関実⦼ࠉ௧和３（２０２１）１月

（１）冷凍いか（㝖くもんごう）

数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円

1 韓国 25�464 1��393 25�464 1��393 26�627 25�030 26�627 25�030

2 中国 3�759�343 2�14��745 3�759�343 2�14��745 5�449�549 3�524�2�6 5�449�549 3�524�2�6

3 台‴ 0 0 0 0 0 0 0 0

4 㤶港 0 0 0 0 0 0 0 0

5 ࣋トナム 245�557 244���1 245�557 244���1 19��024 220�22� 19��024 220�22�

6 タイ 144�750 17��202 144�750 17��202 225��17 331�056 225��17 331�056

7 マレーシア 0 0 0 0 0 0 0 0

� フィリピン 69�37� 90�196 69�37� 90�196 47�907 65�002 47�907 65�002

9 インドネシア 51�960 6��969 51�960 6��969 61��59 53��21 61��59 53��21

10 カン࣎ࢪア 0 0 0 0 0 0 0 0

11 ࣑ࣕンマー 41�551 51��7� 41�551 51��7� 2��10 2�2�1 2��10 2�2�1

12 インド 116�305 126�152 116�305 126�152 100�751 123�545 100�751 123�545

13 キスタンࣃ 0 0 0 0 444 �95 444 �95

14 スリランカ 0 0 0 0 10�465 15�2�6 10�465 15�2�6

15 イラン 0 0 0 0 0 0 0 0

16 オマーン 0 0 0 0 0 0 0 0

17 デンマーク 0 0 0 0 0 0 0 0

1� ⱥ国 0 0 0 0 0 0 0 0

19 フランス 0 0 0 0 0 0 0 0

20 スペイン 0 0 0 0 0 0 0 0

21 ロシア 1��55��55 654�136 1��55��55 654�136 1�455�652 675�327 1�455�652 675�327

22 リシࣕࢠ 0 0 0 0 0 0 0 0

23 アメリカ 311�760 105�557 311�760 105�557 374�036 15��525 374�036 15��525

24 メキシコ 0 0 0 0 0 0 0 0

25 ナマࣃ 0 0 0 0 0 0 0 0

26 カナダ 61�930 19�406 61�930 19�406 �9�750 31�207 �9�750 31�207

27 セントビンセント 0 0 0 0 0 0 0 0

2� ࢚クアドル 0 0 0 0 0 0 0 0

29 ペルー �07�954 14��2�0 �07�954 14��2�0 577�301 157�119 577�301 157�119

30 チリ 56�025 2��29� 56�025 2��29� 710�1�1 191�59� 710�1�1 191�59�

31 ウルグアイ 0 0 0 0 0 0 0 0

32 アルゼンチン 24�997 6�995 24�997 6�995 0 0 0 0

33
フォークランドㅖᓥ
ཬびその付属ㅖᓥ

11�224 11�3�7 11�224 11�3�7 21�509 20�049 21�509 20�049

34 ࣔロッコ 0 0 0 0 43�535 62�402 43�535 62�402

35 カナリーㅖᓥ（す） 0 0 0 0 0 0 0 0

36 ࣔーリタニア 0 0 0 0 0 0 0 0

37 ࢞ーナ 0 0 0 0 0 0 0 0

3� セネ࢞ル 0 0 0 0 0 0 0 0

39 マリアࢯ 0 0 0 0 0 0 0 0

40 南アフリカ共和国 0 0 0 0 0 0 0 0

41 オーストラリア 0 0 0 0 0 0 0 0

42 ニアࢠアニューࣉࣃ 0 0 0 0 0 0 0 0

43 ニューࢪーランド 2�000 2�696 2�000 2�696 19�500 9�4�2 19�500 9�4�2

7�5�6�053 3�904�171 7�5�6�053 3�904�171 9�415�717 5�667�139 9�415�717 5�667�139合ࠉࠉ計

   ௧和２年１月合計 ௧和２年１月～１月⣼計
国       ྡ

   ௧和３年１月合計 ௧和３年１月～１月⣼計
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ϩ�いか類輸入ࠉ国別通関実⦼ࠉ௧和３（２０２１）年１月

数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円

1 韓国 0 0 0 0 0 0 0 0

2 中国 72�400 151�4�2 72�400 151�4�2 304�950 665��19 304�950 665��19

3 台‴ 0 0 0 0 0 0 0 0

4 ࣋トナム 0 0 0 0 0 0 0 0

5 タイ 760 3�541 760 3�541 1�2�0 5�795 1�2�0 5�795

6 フィリピン 0 0 0 0 0 0 0 0

7 インドネシア 0 0 0 0 0 0 0 0

� スペイン 0 0 0 0 25 322 25 322

9 イタリア 0 0 0 0 0 0 0 0

10 カナダ 0 0 0 0 0 0 0 0

11 アメリカ 0 0 0 0 0 0 0 0

12 メキシコ 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ロシア 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ペルー 0 0 0 0 ��930 13��91 ��930 13��91

15 アルゼンチン 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ニューࢪーランド 0 0 0 0 100 453 100 453

73�160 155�023 73�160 155�023 315�2�5 6�6�2�0 315�2�5 6�6�2�0合ࠉ計

௧和２年１月合計 ௧和２年１月～１月⣼計

（２）஝⇱・ሷⶶ・ሷ水ₕけ

௧和３年１月合計 ௧和３年１月～１月⣼計

国ྡࠉࠉ
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ϩ．いか類輸入ࠉ国別通関実⦼ࠉ௧和３（２０２１）年１月ࠉ

（３）調製品

数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円 数量㹩㹥 㔠㢠༓円

1 韓国 2�370 ��597 2�370 ��597 2�623 9�576 2�623 9�576

2 中国 2�704�259 1�560��57 2�704�259 1�560��57 4�091�72� 2�46��12� 4�091�72� 2�46��12�

3 台‴ 0 0 0 0 0 0 0 0

4 ࣋トナム 52�717 29�55� 52�717 29�55� 60�461 37�125 60�461 37�125

5 タイ 136�434 107�513 136�434 107�513 27�133 75�571 27�133 75�571

6 シン࢞ポール 0 0 0 0 0 0 0 0

7 マレーシア 0 0 0 0 4�130 1�9�9 4�130 1�9�9

� フィリピン 0 0 0 0 0 0 0 0

9 インドネシア 0 0 0 0 0 0 0 0

10 ࣑ࣕンマー 0 0 0 0 0 0 0 0

11 インド 0 0 0 0 0 0 0 0

12 スリランカ 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ルウェーࣀ 0 0 0 0 0 0 0 0

14 スイス 0 0 0 0 0 0 0 0

15 ポルト࢞ル 0 0 0 0 0 0 0 0

16 スペイン 3�349 5�916 3�349 5�916 1��69 3�334 1��69 3�334

17 イタリア 0 0 0 0 0 0 0 0

1� アメリカ 0 0 0 0 0 0 0 0

19 メキシコ 0 0 0 0 0 0 0 0

20 ペルー 110�540 37�643 110�540 37�643 325�962 147�3�� 325�962 147�3��

21 チリ 0 0 0 0 0 0 0 0

22 アルゼンチン 0 0 0 0 0 0 0 0

23 オーストラリア 0 0 0 0 0 0 0 0

24 ニューࢪーランド 0 0 0 0 0 0 0 0

3�009�669 1�750�0�4 3�009�669 1�750�0�4 4�513�906 2�743�111 4�513�906 2�743�111

௧和２
１月～１月⣼計

௧和３年１月合計
௧和３年

１月～１月⣼計
国ྡࠉ

合ࠉ計

௧和２年１月合計
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Ϫ．農ᯘ水産統計

ࠉ

１�産地水産物流通統計ࠉ௧和元（２０２０）年12月

（１）月別上場水揚量・価格

上場
水揚量

価格
上場

水揚量
価格

上場
水揚量

価格
上場

水揚量
価格

上場
水揚量

価格

平成25�2013�年 77�90� 253 2��533 349 705 23� 29 112 2�196 422 109�371

平成26�2014�年 73�793 249 24�932 337 157 331 0 1�4 4�652 34� 103�534

平成27�2015�年 54�196 257 22�295 37� 4�4 279 2 244 2�995 31� 79�972

平成2��2016�年 23�657 519 19�912 641 797 39� 2 249 3�162 479 47�530

平成29�2017�年 1��699 543 17�055 602 ̿ ̿ 7 333 4�112 541 39��73

平成30�201��年 15�141 530 11�133 611 ̿ ̿ 1 355 4�632 4�1 30�907

௧和元�2019�年 16�769 65� 2�746 �60 ̿ ̿ 5 220 7�152 455 26�672

平成30�2019�年 1��010 526 3�9�9 7�1 ̿ ̿ 11 205 7�227 364 29�237

平成2�年１ࠉ月 1�233 323 1�94� 429 ̿ ̿ 0 67 3 391 3�1�4

平成2�年２ࠉ月 7�9 360 1�144 465 ̿ ̿ 1 192 ̿ ̿ 1�934

平成2�年３ࠉ月 731 397 1�297 4�� ̿ ̿ 1 2�1 3 233 2�029

平成2�年４ࠉ月 375 417 ̿ ̿ ̿ ̿ 0 234 ̿ ̿ 375

平成2�年５ࠉ月 51� 350 50 51� 797 39� 0 216 ̿ ̿ 1�365

平成2�年６ࠉ月 904 325 37 3�0 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 941

平成2�年７ࠉ月 1�243 3�2 1�911 410 ̿ ̿ 0 216 1�272 413 4�426

平成2�年８ࠉ月 3�953 425 2�316 50� ̿ ̿ 0 216 1���2 525 ��151

平成2�年９ࠉ月 7�419 471 1��07 657 ̿ ̿ 0 214 1 124 9�227

平成2�年１０ࠉ月 3�064 716 2�7�1 7�6 ̿ ̿ 0 290 ̿ ̿ 5��45

平成2�年１１ࠉ月 1�736 �54 3�327 �99 ̿ ̿ 0 264 0 454 5�063

平成2�年１２ࠉ月 1�61� �23 3�293 731 ̿ ̿ 0 323 1 1�� 4�912

計 23�5�3 19�911 797 2 3�162 47�452

平成29年１ࠉ月 410 692 95� 752 ̿ ̿ 0 251 1 570 1�369

平成29年２ࠉ月 279 602 231 �35 ̿ ̿ 0 441 39 4�6 549

平成29年３ࠉ月 190 525 376 �40 ̿ ̿ 0 3�3 4�2 5�2 1�04�

平成29年４ࠉ月 109 442 2� �63 ̿ ̿ 1 1�4 0 39� 13�

平成29年５ࠉ月 272 3�6 23 �57 ̿ ̿ 0 10� 13 539 30�

平成29年６ࠉ月 1�399 429 7 536 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1�406

平成29年７ࠉ月 2�606 515 1�455 4�0 ̿ ̿ ̿ ̿ 1�6�4 557 5�745

平成29年８ࠉ月 2�7�0 5�3 2�335 632 ̿ ̿ 5 333 1��92 517 7�012

平成29年９ࠉ月 4�225 56� 3�060 633 ̿ ̿ 0 236 ̿ ̿ 7�2�5

平成29年１０ࠉ月 3�37� 556 4�92� 572 ̿ ̿ 0 192 0 3�3 ��306

平成29年１１ࠉ月 1�693 509 2�369 545 ̿ ̿ 0 417 0 415 4�062

平成29年１２ࠉ月 1�362 546 1�2�6 59� ̿ ̿ 0 525 0 443 2�64�

計 1��703 17�056 0 6 4�111 39��76

平成30年１ࠉ月 744 539 330 659 ̿ ̿ 0 414 ̿ ̿ 1�074

平成30年２ࠉ月 399 439 �64 649 ̿ ̿ 0 350 621 532 1���4

平成30年３ࠉ月 200 4�7 1� 600 ̿ ̿ 0 340 4 43� 222

平成30年４ࠉ月 1�6 421 � 600 ̿ ̿ 0 256 0 3�5 194

平成30年５ࠉ月 30� 390 62 663 ̿ ̿ 0 35� ̿ ̿ 370

平成30年６ࠉ月 ��4 420 21 594 ̿ ̿ ̿ ̿ 96 42� 1�001

平成30年７ࠉ月 �67 455 519 539 ̿ ̿ ̿ ̿ 3�124 466 4�510

平成30年８ࠉ月 1�2�� 540 1�105 573 ̿ ̿ ̿ ̿ 605 51� 2�99�

平成30年９ࠉ月 4�219 493 3�527 5�� ̿ ̿ ̿ ̿ 1�2 45� 7�92�

平成30年１０ࠉ月 2�641 591 2�324 597 ̿ ̿ 0 719 0 3�7 4�965

平成30年１１ࠉ月 2�226 609 1�0�7 649 ̿ ̿ 0 324 ̿ ̿ 3�313

平成30年１２ࠉ月 1�191 5�4 1�26� 694 ̿ ̿ 0 251 0 343 2�459

計 15�153 11�133 0 0 4�632 30�91�

平成31年１ࠉ月 3�2 5�0 192 6�5 ̿ ̿ 0 140 ̿ ̿ 574

平成31年２ࠉ月 525 534 65� 697 ̿ ̿ 0 220 34 529 1�217

平成31年３ࠉ月 302 551 2 761 ̿ ̿ 2 245 ̿ ̿ 306

平成31年４ࠉ月 193 57� ̿ ̿ ̿ ̿ 2 26� ̿ ̿ 195

௧和元年５ࠉ月 220 3�2 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 220

௧和元年６ࠉ月 596 395 ̿ ̿ ̿ ̿ 0 393 ̿ ̿ 596

௧和元年７ࠉ月 1�090 45� 3�0 60� ̿ ̿ 0 5 3�65� 505 5�12�

௧和元年８ࠉ月 2�277 507 12� 723 ̿ ̿ ̿ ̿ 4 602 2�409

௧和元年９ࠉ月 2�999 646 4�6 939 ̿ ̿ 0 77 3�02� 396 6�513

௧和元年１０ࠉ月 2�142 �36 117 1�032 ̿ ̿ 0 123 425 430 2�6�4

௧和元年１１ࠉ月 4�23� 7�� 262 1�2�1 ̿ ̿ 0 117 ̿ ̿ 4�500

௧和元年１２ࠉ月 1��12 665 422 1�132 ̿ ̿ 0 22 3 405 2�237

計 16�776 2�647 0 4 7�152 26�579

௧和２年１ࠉ月 645 626 170 1�094 ̿ ̿ 0 22 20 424 �35

௧和２年２ࠉ月 399 536 291 1�034 ̿ ̿ 0 1�2 11 443 701

௧和２年３ࠉ月 397 535 440 1�035 ̿ ̿ 4 1�3 4� 4�� ��9

௧和２年４ࠉ月 179 510 ̿ ̿ ̿ ̿ 4 250 ̿ ̿ 1�3

௧和２年５ࠉ月 1�034 333 ̿ ̿ ̿ ̿ 1 260 ̿ ̿ 1�035

௧和２年６ࠉ月 �79 335 27 516 ̿ ̿ 1 179 ̿ ̿ 907

௧和２年７ࠉ月 �2� 50� 203 654 ̿ ̿ 0 133 3�615 3�6 4�646

௧和２年８ࠉ月 1�666 51� 563 670 ̿ ̿ ̿ ̿ 563 3�9 2�792

௧和２年９ࠉ月 3�695 471 146 716 ̿ ̿ 0 50 1�79� 330 5�639

௧和２年１０ࠉ月 4�223 563 669 71� ̿ ̿ 0 64 1�167 330 6�059

௧和２年１１ࠉ月 2�772 625 �54 743 ̿ ̿ 0 41 6 314 3�632

௧和２年１２ࠉ月 1�293 59� 627 6�5 ̿ ̿ 0 34 ̿ ̿ 1�920

計 1��010 3�990 0 10 7�22� 29�23�

対前月比��� 66 111 12� 103 ̿ ̿ 203 64 1 95 53

対前年同月比��� 65 79 326 5� ̿ ̿ 1�10� 35 ̿ ̿ �6

注１㸸平成２２年１月分調査より、あかいかが調査対象品目となりました。
注２㸸平成２２年１月分調査より、調査対象漁港数から調査対象市場数に変᭦
注３㸸平成２１年度分については調査対象市場数に変᭦済みです。

年   月 合計

するめいか
生

するめいか
冷・近

するめいか
冷・遠

あかいか
生

あかいか
冷
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Ϫ�農ᯘ水産統計

１．産地別水産物流通統計ࠉ௧和元（２０２０）年12月

（２）⣼✚上場水揚量・価格

単఩ࠉ水揚量㸸トンࠉࠉ価格㸸1NJ当たり円

2020年 2019年 対前年 2020年 2019年 対前年

１月～12月 １月～12月 同期比（％） １月～12月 １月～12月 同期比（％）

するめいか（生） 1��010 16�769 107 526 65� �0

�冷�近海）ࠉࠌࠉ 3�9�9 2�746 145 7�1 �60 91

�冷�遠洋）ࠉࠌࠉ － － － － － －

あかいか（生） 11 5 200 205 220 93

あかいか（冷） 7�227 7�152 101 364 455 �0

合ࠉ計 29�237 26�672 110

ࠉࠉࠉࠉࠉ ࠉ
注１㸸平成２２年１月分調査より、あかいかが調査対象品目となりました。

品ࠉࠉ目

⣼✚の上場水揚量 ⣼✚の平均価格

- 13 -



Ϫ．農ᯘ水産統計

１．産地別水産物流通統計ࠉ௧和元（２０２０�年12月

（３）漁港別水揚量・価格（௧和２年12月）

水揚量

水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 合ࠉ計

1 ภ㤋 0 1�063 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

2 ᑠᶡ 1 645 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1

3 㔲㊰ 13 693 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 13

4 ⛶内 1 ��2 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1

5 ⣠別 11 541 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 11

6 網㉮ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

7 ⨶⮻ 20 442 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 20

8 根ᐊ 1 �47 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1

9 ṑ⯙ 0 11 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

10 ඵᡞ 349 73� 3�6 701 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 735

11 ᐑྂ 370 650 ̿ ̿ ̿ ̿ 0 34 ̿ ̿ 370

12 大船Ώ 27 593 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 27

13 㔩石 � 603 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ �

14 気௝἟ 2 �59 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 2

15 ዪ川 5 42� ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 5

16 石ᕳ 253 454 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 253

17 ሷ㔩 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

18 ᑠྡ浜 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

19 大ὠ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

20 Ἴᓮ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

21 㖯子 39 459 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 39

22
຾ᾆ

（༓ⴥ）
̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

23 三ᓮ 0 756 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

24 ἟ὠ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

25 ↝ὠ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

26 新₲ 2 662 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 2

27
ᑠᮌ

（石川）
2 �0� 241 659 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 243

28 ዉᒇᾆ 2 633 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 2

29 ⯙㭯 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

30 ຾ᾆ 0 1�306 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

31 ୵本 0 955 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

32 ቃ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

33 浜田 1 677 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1

34 下関 4 449 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 4

35 ඵᖭ浜 29 222 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 29

36 ⚟ᒸ 1� 617 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1�

37 ၈ὠ 1� 542 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 1�

38 ᯇᾆ 67 456 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 67

39 長ᓮ 37 533 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 37

40 佐世保 14 4�� ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 14

41 㭯見 0 206 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

42 北ᾆ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

43 Ἔὠ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

44 ᯖᓮ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

45 ᒣ川 ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

46 㮵ඣᓥ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

47 㑣ぞ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ ̿ 0

1�293 59� 627 6�5 ̿ ̿ 0 34 ̿ ̿ 1�920

―：事実のないもの　　　…：事実不詳又は調査を欠くもの　　　0：単位に満たないもの（例：0.4ｔ→0ｔ）　　　＊：訂正数値

あかいか
生

あかいか
冷

合計

漁 港

するめいか
生

するめいか
冷、近海

するめいか
冷、遠洋
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